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米の安定供給を実現させるための提案

令和７年６月に開催された、調布市議会第２回定例会の最終日

に、国民民主党の山根洋平議員が提案者となった「主食である米の

安定供給を求める意見書」が全会一致で可決されました。

米は日本の主食であり、その安定供給は国民の食料安全保障上、

極めて重要であるといえます。昨今、米の供給は不安定化し、その価

格高騰が家計を圧迫しています。令和６年産の新米流通後も品薄

が解消されず、政府備蓄米の放出運用が見直されたものの、状況は改善されていません。

令和６年に成立した食料・農業・農村基本法第２条で「良質な食料が合理的な価格で安定

的に供給され、かつ、国民一人一人がこれを入手できる状態」を食料安全保障と定義していると

おり、国には国民への安定供給の責務があります。さらに、地球温暖化による異常気象が食料

生産にリスクをもたらす中、国内農業生産の増大を図ることは不可欠の取組であるといえます。

こうしたことから国に対して、消費者と生産者が納得した上で、安定した米の供給を実現させるた

めに、下記の６項目に取り組むよう要望することを、調布市議会の意思としてとりまとめ、国等の関

係機関や政党本部に対して意見書が送られました。
１．備蓄米放出が効果的に活用されるよう追跡調査を行うとともに、今回の米不足の原因を徹底的に

究明し、将来的な対策に活かすこと
２．安定供給を見据えた明確な生産方針を打ち出すとともに、市場原理に任せるだけではない、価格

安定に資する具体的な施策を講じること
３．米が供給過多となった場合においても、子ども食堂やフードバンクなど、市場価格に影響を与えずに

社会的貢献にも繋がる活用ルートを積極的に拡充すること
４．米粉の活用促進や、世界的な日本食ブームを追い風にした輸出拡大など、国内生産された米の

需要を喚起する施策を一層強化すること
５．気候変動対策や生物多様性の保全が喫緊の課題となる中、水田をはじめとする農業が持つ多面

的な価値をこれまで以上に重視し、政策に反映させること
６．肥料、燃料、農業資材の高騰に対し、生産者が安心して生産を継続できるよう、現行の補助制度

を抜本的に強化し、実効性のある支援策を講じること

 ウェブサイト X(旧Twitter)

意見書の提案理由説明をする
山根洋平 議員

保育園の保育士が退職し、急に延長
保育を受けられなくなり困っている。

夏休み期間の学童クラブでお弁当を
注文できるようにならないか？

学校給食の食材には栄養のいいものを
使ってもらいたい。

過去にいただいたご意見・ご相談



調布市議会議員 山 根 洋 平
070-8427-9292

 mail@yyamane.jp

このまちの国民民主党です
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国民民主党は、私たちと一緒に

「新しい答え」を作っていただける方を募集中です

党 員 党費 4,000円/年

サポーター会費 2,000円/年

党員・サポーター登録いただいた方
には党の代表選挙の投票権があります
調布市支部からご登録いただけます

特別党員 党費 45,000円/年

会費無料ファン

特別党員・ファン登録は党本部での
手続きです。登録資格など詳細は

党本部HPをご確認ください
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